
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年３月１２日（日） プログラム 
 

 

 

 

 

 

挨拶 
ゴスペル・タイム  どんな時でも 

 

黙祷/祈り 

讃美       新聖歌266・つみとがをゆるされ 
                   救い主イェス/栄光イェスにあれ 
 

使徒信条 
 

聖書朗読   ヨハネによる福音書１２章２０～２４節 
（口語訳 P.１６１） 神林玲菜さん 

 

 

特別音楽   また逢う日まで （新聖歌５０８） 
It is well with my soul(すべて安し) 

ヴァイオリン：小山勇児/ピアノ：倉知契 

 

 
            祝福された人生➋ 

メッセージ     豊かに実を結ぶ  牧師 倉知契 
 
 
 

献金と讃美    感謝のこころ （献金係： 太田昌子さん・平松友子さん） 
 
 

頌栄      主はいま生きておられる 
祝祷 
 

 

 

 

 

 

新聖歌５０８番・今日の特別賛美の英語のタイトル 

God be with you 
till we meet again 
もう一度お逢いする日まで神様が共にいてくださいますように 

 
昨日は、３．１１ 東日本大震災から１２年。前日３．１０は東京大空襲から７８

年。その犠牲者の数は数字であらわすこともできますが、一人ひとりが尊い

命であったことを忘れてはならないと思わされます。 

 

私たちの教会にとって、３月１０日は、幸繁忠司さんの奥様、片岡立子さん

の娘さん、そして三人の立派な息子さんのお母さんである、幸繁百合子さん

が天国に召された日です。あの日から５年が経ちました。ご家族皆様のため

に主の慰めと平安を祈りつつ、今日の礼拝のために備えてきました。 

特別賛美で演奏していただくのは、ご葬儀でも歌った「また逢う日まで」。

心が引き裂かれる、辛く悲しいお別れでありましたが、いま確実に言えるこ

とは、「天国でもう一度再会できる」「またお逢いする日が来る」「手を取りあ

って一緒にお話できる」という、聖書の約束です。ただその一点、ひとつの希

望だけでもいい、それを握りしめて人生を歩んで頂きたいというのが、牧師

としての祈りです。 

私たち夫婦にとっても、百合子さんが特別な存在であったこと、彼女が残

してくれたものが、どんなに豊かな実を結んでいるか、心からの感謝とお礼

と愛を、「直接お逢いする日」にお伝えしたいと心待ちにしています。 

 

1「あなたがたは、心を騒がせないがよい。神を信じ、またわたしを信じなさい。 2 わ

たしの父の家には、すまいがたくさんある。もしなかったならば、わたしはそう言って

おいたであろう。あなたがたのために、場所を用意しに行くのだから。 3そして、行っ

て、場所の用意ができたならば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。

わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである。」 ヨハネによる福音書１４章１～３節 

 

上記の言葉は、イェス・キリストが十字架に架かられる前夜、「最後の晩餐」

で、弟子たちに語ったことばです。父の家とは「天国」のこと。そこには「住ま

い」が用意されていると語ります。そして「用意できたらお迎えくださる」。こ

れがキリスト教の死生観なのです。人は死んでおしまいとか、無になるとか、

生まれ変わる、ではありません。また何が原因で亡くなったとしても、神様が

その存在を「お迎えくださって」、永遠に生きることができると教えます。 
 

だから、１節にあるように、心を騒がせず、神を信じ、イェス様のお約束を

信じて生きてゆきましょう。その日は、必ずやってくるのですから… 

 

倉知牧師の 

連載コラム 

【土の器】 

 

司  会    ： 宮之原弘さん 
ピアノ    ： 大野エステルさん 

ドラム    ： 小山勇児さん 

ベース   ： 村上歩美さん 

アシスト  ： 大神美乃さん 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【チャペル・ニュース】 
 

◆   皆様を心から歓迎いたします。礼拝後に珈琲タイム。 
お時間あれば、ゆっくり、のんびりお交わりなさってください！ 
 

◆ 今週の、ライフアートスタジオは、モンテッソーリ教室。キッズ英語教室。 
 

◆ 祈祷会（LIVE）は木曜１０時半～。YouTubeで、メッセージも賛美もご覧頂けます。 
◆ 受験生のためにお祈りしています。「祈りの課題」は、赤いポストへ！ 
 

◆ 米田香さんが関東でピアノのご奉仕をします！覚えてお祈りください。 
3月26日(日)午前： 栄シャローム福音教会 （勇児さんの母教会） 

       午後： グレイス・カルバリー・フェローシップ （菅原岳先生の教会） 
3月 29日(水)・３０日（木）大和カルバリーチャペルの祈祷会 

 

CD 「Presence」 はいつでもお求め頂けます。倉知まで！応援ください 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

瀬戸カルバリーチャペル × Seto LIFE ART Studio 
 

489-0909 愛知県瀬戸市みずの坂 5-64   0561-48-8899 
担当牧師：倉知契   kei.kurachi@gmail.com 
日曜礼拝 朝 11時//木曜祈祷会 朝 10時半//ジョイキッズ 日曜朝 9時４５分 
礼拝（ミサ）を YouTubeからご覧いただけます。 Seto Calvary Chapel × Seto Life Art Studio 

 

2023. 3.12（SUN） 

 

メッセージNOTE 
 

❶ 「豊かな実を結ぶ」とは具体的にどんなことだと思われますか？ 

  →あなたはどんなことで実を結びたい！と願っていますか？ 

 

 

 

 

➋ あなたは、次の世代・社会・また子どもたちに何を残したいですか？ 

 

 

 

 

➌ 天国はどんなところでしょう？誰とお逢いしたいですか？想像してみてください。 

「It is well with my soul  
(すべて安し)」は、新聖歌２５２番 

「安けさは川のごとく」の折り返し 

の歌詞。私のこころ（たましい）は 

平安です、の意。 
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